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言葉が通じないので、滝のことを聞こうにもラチがあかない。ぼくたちは、しかたなく滝
にもどろうとした。その途中、深い山道で男の人とすれちがった。
「きみたち、サターンバレーから来たの?あそこは、まだ人間の言葉をマスターしていな
い集落なんだよね。よかったら、この辞書を買わない?これをどせいさんに渡してごらん」
男の人はそう言うと、荷物の中から1冊の辞書を取り出した。
ぼくたちは半分疑いながらもこの辞書を買った。代金はけっこう高く、持っていたお金は
これでほとんどなくなってしまった。
さっそくサターンバレーにもどったぼくらは、この辞書をどせいさんに手渡した。
どせいさんたちは、それをふんふんと興味深そうに読んでいる
「だいだい、わかったです。どせいさん、ことばしゃべるます。あなたべんり、まあえんり
よすなで、もっとよってけ。ぷー
なんとどせいさんは、少したどたどしいながらも、あっという間に人間の言葉をマスター
してしまった。ひよっとしてこの人たち、すごい種族なんじゃないの……。
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しばらく行くと、サルが1匹現れた。そのうしろの地面には、ぽっかりと穴が開いている。

